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提案された段階的設計法のための回路設計支援系を作成し， CPU，メモリ内のデータを整列させるソート IC などい
くつかの例題回路の設計に適用している。局所的に個々の動作を具体化するという段階的設計によって得られる回路
には非効率な部分が含まれることもある。そこで，引き続く動作を一つにまとめるとか制御のループ構造を変形する
といった効率化のための回路簡約ルールを用意し，設計者が支援系を用いてそれらの簡約ルールを回路に随時適用す
ることにしている。いずれの例題回路の設計においても，要求仕様からの完全な段階的設計と簡約ルールの適用によ
って，具体的な論理設計レベルで人手によって直接設計した効率的な回路と全く同じものが設計できることが確認さ
れている。
さらに，各段階の設計の正しさを証明するための代数的手法を用いた形式的検証法を提案している。設計の正しさ
の検証は，検証者の考案した不変表明を用いた構造的帰納法，代数的定理証明機能である項書き換え，場合分り，整
数上の論理式の恒真性判定等を一定手順で適用することによって行う。作成された検証支援系及び高速化された論理
式の恒真性判定ルーチンを用いて，実用的な計算時間で検証が可能であることが例題回路に対する検証実験によって
確かめられている。
以上のように，本論文において提案された手法および支援系により，従来行われていなかった要求仕様からの正し
さを保証した回路設計が可能となる。例題回路の設計及び、検証を行ってその有用性を実証しており，本研究は，上流
工程における回路設計及び回路検証技術の進展に寄与している。よって，博士(工学)の学位論文として価値あるも
のと言忍める。
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